
 

 

生 徒 心 得 

 

 生徒一人ひとりが本校において楽しく、しかも秩序正しい学校生活をすることができる

ようにするため、学校運営の基本的事項として学則を定めているが、この細則として生徒

が、学校内外における日常生活において守るべき事項を生徒心得として次のように定めた。 

 これらは、本校における学習の目的を達成するために必要な学習・生活のルールである

ことをよく認識し、この心得に基づいた規律ある学習・生活をとおして、先輩から受けつ

いだすぐれた校風をより高めるように努めなければならない。 

 

○登校、下校 

(1)登校は始業時刻 8:35 までとする。 

(2)ア 遅刻、欠席 

欠席、遅刻をする場合は、「欠席、遅刻連絡フォーム」に入力すること。 

  イ 早退 

 早退する場合は、「早退許可書」を発行されてから早退すること。なお、帰宅後は学校

へ連絡すること。 

(3)自転車で通学する者はＨＲ担任に届け出てステッカーを定められた箇所につけ、所定の

場所において管理を厳重にする。 

 雨天時にはレインコートを用いて特に安全に注意する。 

(4)下校時刻は、夏は 16:45、冬は 16:00 とする。 

 

 ○所持品、服装 

(1)所持品には必ず学年、組、氏名を記入してその保管は各自十分注意する。 

  金銭、物品等はみだりに貸借しない。 

(2)学習上のぞましくない物品は学校へ持ち込まない。 

(3)服装は服装規定による。 

  衣替えは、略服（夏服）6 月 1 日、正装（冬服）11 月 1 日とする。 

但し、移行期(5 月、10 月)を設ける。 

 

 ○礼  儀 

(1)生徒は互いに礼儀を重んじ、言葉づかいを丁寧にし、品位を高めるように努めなければ

ならない。 

(2)来賓、職員に出合った場合はあいさつをする。 

 

 ○校内外の生活 

(1)学習にあたっては常に積極的、研究的な態度が必要である。なお、授業時間中は、他人

の学習を妨害してはならない。 

(2)校舎、校内の施設、設備等は公共の所有物であることを深く認識し、破損、汚損、紛失

のないように努める。 

(3)校舎の内外は常に清掃し、整理美化に努める。 

(4)下校の際は教室廊下等の消灯・戸締りをする。 

(5)学校で禁止している事項。 

 ①飲酒、喫煙、薬物乱用、窃盗、盗撮、盗聴、万引き、いじめ、暴力、ネットいじめなど 

 ②遊戯場等への出入り 

 ③自動車や自動二輪車等の無断免許取得、無断運転、通学 

④服装違反（服装規則参照） 

 ⑤登校後の外出 

 ⑥外泊、無断の旅行、深夜の外出 



 

 

 ⑦アルバイト 

 ⑧自転車の 2 人乗車、ながら運転、傘さし運転など 

 ⑨校内での政治活動や宗教活動 

 ⑩生徒が企画しての金銭・物品の徴収やカンパ等 

  

 

〇アルバイトに関する規定 

 アルバイトは原則禁止とする。家庭の事情等によりアルバイトを行う必要がある場合に

は、「アルバイト許可願」を提出し、面談を実施後、「アルバイト許可書」の発行を受ける

こと。居酒屋などの酒類の提供が主な目的の店である場合など、学校としてふさわしくな

いと判断した場合には許可しないものとする。学校に無許可でアルバイトを実施するなど、

学校の規定に則っていない場合には特別指導の対象とする。 

 

〇車両の免許取得・購入・運転に関する規定 

車両による通学を禁止する。無断での車両の免許取得及び車両の運転は禁止する。車両

が家庭生活上不可欠で、車両の運転免許取得、購入及び運転を希望する生徒は、学校に申

し出るとともに、別に定める所定の手続きにより届け出ること。ただし、生徒は、運転免

許の取得等により学校生活に支障を来たすようなことがあってはならない。 

 

〇携帯電話使用に関する指導方針 

(1)校内での所持は認めるが、授業中の使用は禁止する。 

(2)管理は、各自の自己責任で行う。 

(3)学校の指導方針に対して、違反や悪質な使用については、必要な指導措置が別途行われ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

服 装 規 則 
（１）制服について 

 ①制服は、指定のブレザー・ズボン・スカートとし、ワイシャツ・ブラウスを着用の上、

学年指定のネクタイ・リボンを正しく着用する。 

②スカート丈は、膝にかかる程度とし、手を加えたスカートは異装扱いとする。 

③ニットベストについて 

指定品のみ着用可とする。 

 ④セーター・カーディガンについて 

  指定品のみ着用可とする。 

  指定品のセーターは、制服扱いとし、登下校時に着用しても良い。 

 ⑤正装（冬服）については、ブレザー・ネクタイ・リボンを着用すること。ただし、略服

（夏服）については、ネクタイ・リボンを着用しなくてもよい。 

⑥夏服は、５・１０月の移行期を含め、ワイシャツ・ブラウス・半袖開襟シャツ・白また

は紺の無地のポロシャツとする。 

 ⑦ストッキングは、黒又はベージュとする。 

 

（２）コート類について 

 ダッフルコート・Ｐコートに類する型で、色は黒・紺・グレー・ベージュ・茶の５色で

無地とする。 

ジャンパー・パーカー・ジャージ・スウェット類は、着用してはならない。 

 

（３）履物類について 

 革靴・運動靴を基本とし、サンダル（クロックス等）は禁止とする。上履きは指定のも

のとする。 

 

（４）頭髪等について 

 ①頭髪については、進路を見据え、華美でないものとする。人工的な加工（パーマ・脱

色・染色等）をしてはならない。エクステ・まつ毛エクステ（つけ毛）やアイロン等

を用いて髪を巻くことは禁止する。 

 ②アクセサリー（ピアス・指輪・ネックレス・ブレスレット等）は禁止する。 

 ③化粧（色付きリップも含む）等は禁止する。 

 ④コンタクトは、透明な物のみ使用可能とし、カラーコンタクトは禁止する。 

 

（５）実習用の服装について 

 実習服・帽子等は、学校指定のものを用いる。 

 

 


